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令
和
５
年
８
月
24
日
開
催
の
調
査
内
容

令
和
５
年
９
月
11
日
開
催
の
調
査
内
容

令
和
５
年
10
月
10
日
開
催
の
調
査
内
容

文
教
厚
生
委
員
会
○
委
員
会
付
託
案
件
の
審
査

○
委
員
会
付
託
案
件
の
審
査

○
委
員
会
付
託
案
件
の
審
査

●
請
願
第
２
号「
手
話
言
語
条
例
に
関
す
る
請
願
」

に
つ
い
て

●
請
願
第
３
号「
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
堅
持
の
た
め
の
政
府
予
算
に
係
る

意
見
書
採
択
を
求
め
る
請
願
」に
つ
い
て

●
自
転
車
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
事
業
に
つ
い
て

▲説明を受ける委員
　【千代田庁舎委員会室】

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

●
学
校
給
食
に
お
け
る
異
物
混
入
事
案
に
係
る

そ
の
後
の
経
過
・
対
応
等
に
つ
い
て

●
学
校
プ
ー
ル
に
お
け
る
児
童
足
裏
の
赤
い
斑
点

の
よ
う
な
傷
の
発
生
事
案
に
係
る
そ
の
後
の

経
過
・
対
応
等
に
つ
い
て

●
学
校
給
食
費
の
改
定
に
つ
い
て

●（
仮
）通
学
用
自
転
車
レ
ン
タ
ル
事
業
に
つ
い
て

●
下
稲
吉
中
学
校
屋
内
運
動
場
新
築
工
事
進
捗

状
況
に
つ
い
て

●
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
及
び
稲
吉
児
童
館
の
閉
館

に
つ
い
て

●
旧
霞
ヶ
浦
保
健
セ
ン
タ
ー
の
解
体
に
つ
い
て

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

●
市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
の
給
与
規
程
に

反
し
た
事
案
の
経
過
に
つ
い
て

●
市
立
保
育
所
運
営
計
画（
案
）に
つ
い
て

●
市
立
保
育
所
に
お
け
る
不
適
切
な
事
案
に
つ
い
て

（
報
告
）

●
か
す
み
が
う
ら
市
敬
老
祝
い
金
の
見
直
し
検
討

に
つ
い
て

●
福
祉
館
運
営
協
議
会
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

●
学
区
審
議
会
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

令
和
５
年
９
月
11
日
開
催
の
調
査
内
容

令
和
５
年
９
月
11
日
開
催
の
調
査
内
容

総
務
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

●
請
願
第
４
号
「
所
得
税

法
第
56
条
の
見
直
し
を

求
め
る
意
見
書
に
つ
い

て
の
請
願
」
に
つ
い
て

●
議
案
第
58
号

　
市
道
路
線
の
認
定

に
つ
い
て

●
議
案
第
59
号

　
市
道
路
線
の
認
定

に
つ
い
て

●
議
案
第
60
号

　
市
道
路
線
の
変
更

に
つ
い
て

▲説明を受ける委員
　【千代田庁舎全員協議会室】

▲市道変更箇所の現地調査
　【男神地内】

委　員　会　活　動
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かすみがうら市議会政治倫理条例に関する調査特別委員会

かすみがうら市議会議員政治倫理審査会

霞台厚生施設組合負担金に係る調査特別委員会

　かすみがうら市議会議員のより良き政治倫理条例の制定を目指し設置されました「かすみが
うら市議会政治倫理条例に関する調査特別委員会」ですが、かすみがうら市議会議員の政治倫
理条例が制定された後も調査を継続し、その後制定されたかすみがうら市長等の政治倫理条例
との整合性を図るべく、かすみがうら市議会議員の政治倫理条例の改正案を、全委員の総意で
令和５年第３回定例会に委員会発議第５号として提出しました。

・�議員が議長に政治倫理についての調査を求める場合は議員定数の３分の１（６名）以上の連署が
必要となりました。

・�議員の政治倫理を審査する審査会は本市議会議員５名で構成されておりましたが、より専門性の
あるメンバーで構成されたかすみがうら市長等の政治倫理条例に規定のあるかすみがうら市政治
倫理審査会に審査を求めることになりました。

条例の主な改正内容

審査結論の主な内容

　令和５年１月 22日に執行されたかすみがうら市議会議員選挙における議員２名の最終学
歴の記載に関して、学歴詐称の疑いがある事案について審査しました。

　本審査会において、議論の端緒となったのは、選挙公報での『千葉大学園芸学部園芸別科卒業』
と『千葉大学園芸学部農業別科果樹専攻科修了』という表記は、正しいと言えるのであろうか、と
いうことである。
　まず、『卒業』という表記について、被審査両議員からの意見聴取の際に証書を持参いただき示
していただいたところ、両氏とも所持しているものは『卒業』を示すものではなく『修了』を示す
ものであった。
　次に、審査会として千葉大学園芸学部にメール照会したところ、修了であっても“学歴としても
差し支えない”との回答であった。
　しかしながら、選挙公報は、有権者にとっては投票行動に影響を与える重要な一資料となるもの
であることから、誤解のない、実態に沿った適切な表記が望ましいと思われる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（要点抜粋）

　本市が霞台厚生施設組合負担金のうち本市が使用していない旧施設の解体・処分費について
は負担できない旨を主張する中、霞台厚生施設組合が令和５年３月２日付けで本市市長宛に負
担金の催告書を送付するという事態に至った経緯の調査結果を基に、議員発議第６号として意
見書を霞台厚生施設組合管理者宛に提出しました。

１.　�かすみがうら市が霞台厚生施設組合旧焼却施設を使用しておらず、当該施設から何ら受益が
なかったことは明白であり、解体に関する経費は、原因者であり受益者であった石岡市と小
美玉市が負担すべきであるから、負担金については再協議すること。

２.　�既に取得済みである霞台厚生施設組合の用地について、石岡市、小美玉市、茨城町、かすみが
うら市が構成市町となった時点の経過を相互に確認したうえで、構成４市町の意見を踏まえ、
その取扱いについて整理すること。

３.　�上記の対応に際しては、第三者等の意見も真摯に受け止め、早期解決に向け配慮すること。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（要点抜粋）

委　員　会　活　動

意見書の主な内容


